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戸田建設が考える将来の海外事業の姿 

- NAVIGATING THE FUTURE OF TODA CORPORATION IN 2030 -

 戸田建設(株)（社長：今井雅則）は、このたび、「未来の歩き方 NAVIGATING THE FUTURE OF TODA CORPORATION 

IN 2030」（以下、本冊子）を発行しました。当社が 2017 年 3月に発行した「未来の歩き方～戸田建設が考え

る 2030 年の建設業の姿～」※1、2018 年 3月に発行した「未来の歩き方 戸田建設が考える 30年後の建築 -

設計編-」※2 に続く、当社および当社グループ（以下当社）の未来の姿を描く第3弾です。 

※1：10～15年先に「できるはずの技術」を想定し、高度な情報化などによって実現する生産性の高い「夢ある建設業」を描い

たもの。

※2：当社が今後の社会の変化に則した変革を実施し、ステークホルダーとともに建物やまちなどの「継続進化」を実現してい

く未来像を描いたもの。

※1･2参照サイト：https://www.toda.co.jp/pickups/mirai.html

１．制作目的 

 本冊子は、今後世界や日本で発生する社会課題を、当社の海外事業が世界と日本を

つなぐ架け橋となって解決し、「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」※3の実現に貢献で

きるような未来の姿を描くことを目的として制作されました。 

※3：世界のリーダーが2015年9月の歴史的な国連サミットで採択した持続可能な開発のための2030

アジェンダに盛り込まれた 17の目標。

２．内容 （全 16頁：A4判） 

予想される社会課題を整理し、当社の海外事業リソースを最も有効に活用できる未来のあり方を示しました。 

その上で、課題解決のための下記の３つのアプローチを提示しています。 

① 発展途上の国々へ

のアプローチ（ブ

ラジル）

② 日本化する都市へ

のアプローチ（東

南アジア）

③ 世界の適地につく

るイノベーション

拠点（北米/欧州） 

都市の発展段階に応じ

た特徴の違いを認識し、

各国の成長ステージに合

わせて展開する海外事業

の未来の姿を描いていま

す。 

３．今後について 

 社内外に本冊子を配布し、未来への方向性を共有することで、今後の企業変革やお客様とのビジネス機会拡

大に役立てていきます。 

なお、本冊子は、当社資料請求ページ https://www.toda.co.jp/inquiry/pamph/choice.html より入手可能
です。
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